
蒙

求

抄

の

こ

と

ば

鈴

、
'
木

博

,-
.

　`
.

.
　.

　　　　.　ô.　　　㈲⑲　　㈲鰌㈲

カ

カ

バ

ユ
ィ

キ

ツ

シ
ク

ヨ
ホ

ウ

ボ

ウ

カ
ウ

ヨ
リ

ギ

ナ

理

窟

ガ

ウ

ギ

ハ
ウ

ソ

ン

候

と

ソ

ロ

ヨ

シ
ビ

字

音

②㈲㈹　.-.
　　
,

　20㈱㈲㈲

キ
ゴ

ワ

凡

ソ
ラ

カ

ナ

ビ

ラ

ウ

ヲ

サ

ア
イ

チ

カ
リ

ノ
丶

ト

シ

キ

ア
イ

ヅ

ラ

イ

七

マ
ガ

リ

.御

座

ル

ト

ボ

ス

㈹⑥㈲⑫㈲鬮ti　
i

㈲㈹

メ

ン
チ

ヤ

ウ

ニ

ツ
ブ

ラ

イ

サ

カ

イ

コ
ケ
猿

ス
タ

ク

コ
ゼ

セ

ラ

ヌ

子

細

モ

ナ
イ

ト
ヲ
く

ト

候

と

ス

マ
ラ

ス

ル

諺

清
原
宣
賢
が
大
永

・
享
祿

の
頃

に
蒙
求
を
講
逋
し
た
系
統
に
屬
す
る
諸
本

に
つ

い
て
は
、

か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が

(『國
語
國
文
』
45
年
9
月
)、

こ
こ
に
主

と
し
て
そ
れ
ら
の
對
校
を
邇
し
て
拾

い
上
げ
ら
れ
る
こ
ど
ぼ
の
幾
つ
か
に
つ
い
て

邇
べ
よ
う
と
思
う
。
諸
本
の
略
稱

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

蒙

求

抄

の

こ

と

ば

、首
書
本
11
京
大
清
家
文
庫
藏

の
蒙
求
。
卷
上

・
申

・
下

の
三
冊
。

聽
塵
11
蒙
求
聽
塵
、
宣
賢
の
手
控
え
の
カ
ナ
抄
で
ナ
リ
体
。

自
筆
本

(上
.

申
・
下
の
三
冊
ソ
が
慶
應
義
塾
圏
書
館
に
あ
り
、
轉
寫
本
が
京
犬

・
穂
久
邇
文

庫

(共
に
第

一
冊
目
欠
)
や
大
東
急
文
庫

(ttl冊
>
な
ど
に
あ
る
。

三
冊
本
捧
兩
足
院
藏
の
天
文
十
七
年
寫
の
有
欠
本
。
現
存
は
卷
上
ノ
上

.
卷

上
ノ
下

・
卷
申
ノ
下

の
三
冊
。
ゾ
體
で
誤
寫
が
き
わ
め
て
少
な
い
。

四
冊
本
H
兩
足
院
藏
の
有
欠
本
。
現
存
は
卷
上
ノ
上

・
卷
上
ノ
中

.
卷
上
ノ

下

・
卷
中
ノ
下
で
あ

っ
て
、
三
冊
本
と
比
べ
る
と
卷
申
ノ
下
が
十
二
丁
分
ほ

ど
多
い
。
ゾ
體
で
内
容
的
に
版
本
と
近
い
。

陽
明
本
H
陽
明
文
庫
藏
の
寫
本
。
ゾ
體
で
五
冊
完
本
で
あ
る
が
早
川
光
三
郎

氏
の
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
低
級
な
誤
り
が
見
ら
れ
る

(滋
賀
大
學
教
育

學
部
紀
要
20
)。

.

・

七
冊
本
H
古
活
字
版
。
京
大
國
文
研
究
室

(書
入
れ
が
多
數
)
や
宮
内
庁
書
陵

部
な
ど
に
所
藏
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
書
陵
部
蔵
本
を
底
本
ど
す
る

『
抄
物
資

料
集
成
』
(清
文
堂
)
中
の
拙
稿
解
題
で
や
や
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

十
冊
本
11
寛
永
十
五
年
整
版
。

『國
書
總
目
録
』
に
見
る
よ
う
に
各
所
に
あ

四
憎



人

文

學

論

集

る
。

架

藏

。

蓬

左

本

11

蓬

左

文

庫

藏

。

ゾ
體

で
全

三

冊

の
寫

本

。

早

川
氏

論

稿

(滋
賀
大

學
教
育
學
部
紀
要
18

.
20
)
參

照

。

米

澤

本
口

米

澤

市

立

圖

書

館

藏

の
ゾ

體

寫

本

。

現

存

は

卷

上

・
中

の

二

冊

で
、

下

を

欠

く
。

前

掲

早

川
氏

論

稿

參

照

。

ω

「
カ

カ

バ

ユ
イ
」

と

「
カ

カ

ハ
イ
」

三
冊

本

に

コ
チ

ガ

テ

ラ

サ

レ
テ

、

力

丶
ハ

ユ
イ

ソ

(上

ノ
上
12
ウ
)

と

あ

る

「
力

丶
ハ

ユ
イ
」

は

、
聽

塵

に

も

ア

ナ

タ

ヨ
リ
照

サ

レ
テ

、

コ
ナ

タ

カ

カ

丶
ハ

ユ
キ

ヤ

ウ
也

。

と

あ

っ
て

、

三
冊

本

が
聽

塵

か

ら
忠

實

に
受

け

つ

い
で

い
る

こ

と

が
知

ら

れ

る
。

と

こ

ろ

が

四
冊

本

に
至

る

と
、

「
ユ
」

を

脱

し

た

の

か
、

「
力

丶
ハ
イ

ソ
」

と

な

り
、

版

本

の

七
冊

本

・
十

冊

本

(
一
4
オ
)
も

そ

の

ま

ま

「
カ

・
ハ
イ
」

と

し

て

し

ま

っ
た
。

大

辭

曲
ハ
(夲

凡
瓧
)
に

は

「
ま

ぶ

し

い
」

意

の
方

言

と

し

て

「
か

か

は
ゆ

い
」
・
「
か

が

は

ゆ

い
」
・
「
か

が

は

い
」

の
類

が
載

っ
て

い
る

が
、

文

明

本

節

用

集

カ

ヘ
ハ
ユ
シ

に

は

「
怕

日
」

の
方

だ

け

、
そ

し

て
日

葡

辭

書

も

0
9
0
鑑

塁

信
唄

(
ヵ
ヵ

ハ
ユ
イ
、

た

だ
し
意
味
は

「
恥
辱
」
)
だ

け

が
出

て

い
る
。

語

源

的

に

は

「
カ

カ

バ

ユ
シ
」

の

「
カ

カ
」

は

「
輝

く
」

(當
時

は
清
音

「
ヵ
ヵ
ヤ
ク
」
)

の

「
か

か
」

と
同

じ

で
、

「
ハ

ユ
シ
」

は

「
映

ゆ

し
」

で

あ

ろ
う

。

日
葡

辭

書

に
説

く

よ
う

な

意

味

で

の

「
カ

カ

バ

ユ
イ
」

も
聽

塵

に
次

の

よ
う

に
用

い
ら

れ

て

い

る
。

珠

玉

ヲ

ナ

ラ

ヘ
ヲ
ク

坐

敷

ヘ

ハ
、

ホ

ヒ

p
イ

ス

カ
タ

ニ
テ

ハ
、

カ

・
ハ

ユ
ク

テ
、

イ

カ

レ

ス

(
京
大
本
、
申

一
〇
〇
オ
)

首

書

本

に

よ
れ

ば

原

文

は
次

の

と
お

り

で

あ

る

。

四

ニ

カ
タ
ハ
ラ

オ
ホ

フ

ケ
カ
ラ

ハ
シ
キ

珠

玉

在

レ
側

、

覺

二
我
形

穢

一

。

⑧

「
キ

ゴ

ワ
」

(氣
張
)

七
冊

本

に

特

立

ハ
人

ナ

ミ

ー

ニ
ナ
イ
者

ソ
。

キ

コ

ワ
ナ
正

直

ナ
者

ソ

(
ニ
ーー
ウ
)

と
あ
る
傍
線
部
を
、
十
冊
本
は

「
ギ
ゴ
ワ
」
と
濁
點
を
施
し
た
。
し
か
し
寫
本

へ

さ
か
の
ぼ
る
と
三
冊
本
も
四
冊
本
も

「
キ
ゴ
ワ
」

で
あ
る
。

大
辭
典
に

「
キ
ゴ

ワ
」
と

「
ギ
ゴ
ワ
」
と
の
兩
方

の
例
を
抄
物
か
ら
擧
げ
、
蒙
求
抄

の
右
の
例
を
史

記
抄

の
用
例
と
と
も
に

「
ギ
ゴ

ワ
」

の
方

に
引

い
て
い
る
の
は
、
十
冊
本
に
據

っ

た
た
あ

か
ど
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
寫
本
の
状
況
か
ら
推

し

て

「
キ

ゴ

ワ
」
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
抄
文
は

「
特
立
剛
直
」
の

解

で
あ
る
が
、
四
冊
本
は

「
キ
ゴ

ワ
ナ
」
の
前
に

「
剛
直

ハ
」
を
補
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

つ
ま
り

「剛
匚

が

「
キ
ゴ
ワ
」
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。
伊
呂
波
字

キ

コ

ハ

シ

類
抄
に
は

「木
強

」
(キ
の
疊
字
)
と
清
音
で
出
て
い
る
け
れ
ど
も
、

類

キ

ゴ

ハ

シ

聚

名

義

抄

に

は

「
木

強

」

(
僣
申

二
四
)
ど

「
コ
」
が

濁

っ
て

い
る
。

「
氣

強

し
」

の
意

で

あ

ろ
う

。

㈲

「
メ

ン
チ

ヤ

ウ

(面
頂
)

二
」

ナ

セ

ニ
此

間

ハ
久

ク
御

イ

リ

ナ

イ

ソ

ト
云

ヘ

ハ
、

細

々
參

リ
タ

ケ

レ
ト

モ
、

諸

葛

豐

ニ
ア

ウ

タ

ラ

バ
、

面

丁

二
惡

ク
云

レ
ウ
程

ニ
ト
存

シ

テ
、

自

然

、

道

ニ
テ

モ
ア

フ
テ

ト
存

シ

テ
、

マ
イ

ラ

ヌ

ト
、

カ

ウ

云

ソ

(
七
冊
本
、

ニ
ー2
オ
)

右

の
文

中

の

「
面

丁

一こ

は
、

「
面

頂

一こ

・
「
メ

ン

チ

ヤ

ウ

一こ

と
記

さ

れ

て

い

る
聽

塵

の
左

例

と
同

樣

に
、

「
目

の
前

で
」

と

か

「
面

と
向

か

っ
て
」

と
か

の
意

で

あ

ろ
う

。

メ
ン
チ
ヤ
ウ

人

ノ

ワ

ル
キ
事

ヲ

ハ
、

面

頂

二
云

テ
、

カ

ヶ

ニ
テ

ハ
ワ

ル
ク

イ

ハ
ス
。

カ

ケ



マ
ノ
ア
タ
リ

ニ
テ

ハ
其

人

ノ
所
長

ノ

ヨ
キ

處

ヲ

ホ

ム

ル
也

(京
大
藏
、
下
蟹

オ
。

「

面

告

二

其
短

一、
而
退
稱
二
所
長

一」

の
解
)

メ

ン
チ

ヤ

ウ

ニ
、

人

ヲ

ワ

ル
ク

云

テ
、

人

ノ
過

ヲ

、

ミ

ノ

カ
ラ

カ

ス
事

ナ

シ

　
マ
ノ
ア
タ
リ
ロこ
ク
シ
ィ
テ

イ
ル
へ

(下
54

オ
。

「

面

'

折

不
レ
能
レ
容
二人
之
過

匚

の
解
)

ω

「
蓄
縮

(
キ

フ
シ
ク

・
キ
ツ
シ
ク

.
キ
ク
シ
ク
)
」

欝
縮

謂

の瀦

卸
.
於

乳

一
也

ト

師

古

カ

シ
タ

ソ
。

人

ノ
キ

ツ

シ
ク

ナ

ト
世

話

二
云

力
、

此

チ
ヤ

ケ

ナ

ソ
。

キ

ク

ノ
音

モ
有

ホ
ト

ニ
ソ

(
七
冊
本
。

ニ
ー2

ウ
。

た
だ

し
ル
ビ
や
迭
り
が
な
な
ど
は
寫
本

お
よ
び
十
冊
本

に
よ
る
。

三
冊

本

の

ル

ビ

は

「
キ

ク
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
)

右

の

と

こ

ろ

を
聽

塵

で
見

る

と

左

の
よ

う

に

あ

っ
て
、

語
義

が
示

さ

れ

て

い
る
。

キ
フ
シ
ク

ヲ

ー
師

古

日

、

蓄

縮

謂

レ
宏

於

事

一
、
物

ヲ
惜

テ
欲

フ

カ
キ

ヲ

云

(大
東
急
本
)

キ
ツ

「
き

っ
し
く

」

は
狂

言

辭

典

・
近

世

上

方

語

辭

典

・
雜

俳

語

辭

典

な

ど

に
も

綵

ら

れ

て

い
る

が
、

律

氣

・
几

帳

面

・
頑

固

・
無

愛

想

・
無

骨

・
堅

い
形

な

ど

と
説

か

れ

て
お

り
、

意

義

の
變

遷

が

あ

る

よ
う

で

あ

る
。

㈲

「
凡

ソ

ラ

カ

ナ
」

凡

俗

ナ
世

界

ツ

レ

ソ
。

大

概

ト
ク

ナ
、

凡

ソ

ラ

カ

ナ
者

ソ
(
七
冊
本
、
ニ
ー2
ウ
)

四

冊

本

は

「
凡

ソ

ラ

カ

ナ
」

の
右

に

「
イ

キ
タ

ラ

ヌ

ト
云

心

ソ
」

と
傍

記

し

て

い

る
。

な

お

三

冊

本

・
四

冊

本

は
右

の
文

中

の

「
ト
」

に
濁

點

を

附

し

て

い
る

。

㈲

「
ツ
ブ

ラ

イ

サ

カ

イ
」

此

分

テ

ナ

ル

マ
イ
。

マ
ウ
歸

ト

云

テ
、

ツ

フ

ヶ

イ

サ

カ

イ

ヲ

ス

ル
ト

、

カ

ウ

語

ソ

(
七
冊
本
、

ニ
ー9

オ
)

聽

塵

に
も

右

に
相

當

す

る

ど

こ
ろ

に

エ

ヒ

ス

カ
、

ツ

フ

ラ

イ

サ

カ

イ

ヲ

ス

ル
也

。

蒙

求

抄

の

こ

と

ば

と

あ

る
。

聽

塵

・
三
冊

本

・
版

本

に

は
濁

點

が

な

い
け

れ
ど

も

(

四

冊

本

は
「
ブ

」

と
濁

る
。

「
ツ
ブ

ラ
、

イ

サ

カ

イ
」

は
、

「
小

さ

い
、

い
さ

か

い

(
爭
)
」

の
意

で

あ
ろ

う

。

ω

「
ヨ
ホ

ウ
」

(
四
方
)

方

ハ
四

方

ナ
心

ソ
。

去

ホ
ト

ニ
、

ホ

ウ
ト

ヨ

マ
ウ
ト

云
義

ア

レ
ト

モ
、

ハ
ウ

ト
云

タ

リ

ト

モ
同

シ

コ

ト

ソ

(
七
冊
本
、

二
28

オ
)

右

は
三

冊

本

・
四

冊

本

・
十
冊

本

も

同
様

で
あ

る

が
、

聽

塵

に
は
次

の
よ

う

に
あ

る
。

ホ
ウ

ヨ

ホ
ウ

ナ

ル
物

ノ
如

ク

正

直

也

。

方

ト

ヨ

ム

ヘ
シ
。

宣

賢

は
、

は

じ

め
ほ

「
方

」

は

「
ヨ
ホ

ウ

」

の
意

だ

か

ら

「
ホ

ウ

」

と
合

音

に
讃

む

べ
き

で
あ

る

と

考

え

て

い
た

け

れ

ど

も
、

後

に
は
開

音

「
ハ
ウ

」

と
讀

ん

で

も

よ

い
と
考

え

る

に
至

っ
た

の
で

あ

ろ

う

か
。

聽

塵

は

七
冊

本

の

こ

74

ウ

.
75

ウ

の

「
四
方

ナ
」

に
羯

し

て
も
、

「
方

ハ

ヨ
ホ

ウ

也
」
・
「
ヨ
ホ

ウ

ナ

ル
」

と
合

音

に
記

し
て
い
る
。
宙

方
L
ξ

い
て
は
池
上
馨

先
生

(『
離

繖
響

文
學
饕

』)

・
輻

島

邦

道

氏

(『
國

語
學
』

46
)

の
論

稿

が
あ

る
。

㈹

馬
「
ビ

ラ

ウ
」

(
疲
勞
)

天

子

カ

ラ
給

ハ

ル
物

ヲ

モ
、

ヒ
ラ

ウ

シ
タ
親

類

ニ
ト

ラ

ス

ル

ソ

(七
冊
本
、

二
29
ウ
)
.

右

の

「
ヒ
ラ

ウ
」

に
婁

し

て
、

聽

塵

(
大
東
急
本
)
は

濁
點

を

打

ち
、

朝

廷

ヨ

リ
下

サ

ル

・
物

ヲ

ハ
、

ビ

ラ

ウ

シ
タ

ル

一
族

ニ
ワ
カ

ツ
也

。

と
記

す

。

「
貧

ナ

レ

ハ
人

ガ
來

ラ

ヌ
」

(
七
冊
本
、

一
49
オ
)

状

を

述

べ
る

あ

た

り

も

、
聽

塵

(
同
前
)

は

ビ

ラ

ウ

シ
タ

ル
時

也

。
:

四
三



人

文

學

論

集

、
,

と
濁

っ
て

い
る
。

こ

の
語

に

つ

い

て
は

湯

澤
幸

吉

郎

博

士

(『
國
語
學
論
考
』

i1
1�1

五
頁
)

・
幅

島

氏

(
『
言
語

と
文
藝
』
44
年
7
月
)

の
考

読

が

あ

る

が
、

『
犬

筑

波

集

研
究
と
諸
本
』

(幅
井
久
藏
博
士
)

の

び

ら

う

に
見

ゆ

る
秋

の
夕

暮

、

手

ぼ

か

り

は

六

寸

ば

か

り

つ
き

い

で

㌧

(
三

三
頁
)

の

「
び

ら

う

」

も
、

開

合

の
上

か

ら

「
尾

籠

」

(
び
ろ
う
)

で

は

な

く

て

、

こ

の
貧

乏

の
意

の

「
疲

勞

」

(
び
ら
う
)

で
あ

ろ

う

。

つ
い

で

に

「
貧

乏

」

を

「
貧

寳

」

と

表

記

し

た
例

が
漢

書
列

傳

抄

(綿

谷
講
、
景
徐
聞
書
)

に

あ

る
。

上

ヘ
ク

チ

ヒ

ロ
ノ

の
細

處

力

、

ロ

ノ

中

へ
入

力
貧

寳

相

ソ

(
11
面
)

「
乏

」

の
字

音

に
關

し

て
は
次

の
よ

う

な

記

述

も

あ

る

。

ボ
ウ

ホ
ク

ボ
ウ

短

乏

…

…

短

乏

ト

ヨ
ム

ハ
非

也

。

乏

ト

ヨ
ム

ナ

リ

(寛
永
+
八
年
版
、
碧
巖
抄
、

十
50
オ
)

⑧

「
コ
ケ

猿

」

三

冊

本

・
四

冊

本

に

タ

・
猿

マ
テ

ソ
。

コ
ケ
猿

ヲ
云

テ
候

ソ
。

猿

ト

犬

ト

イ

カ

ミ

ヤ
ウ

處

ヲ

云

タ

チ

ヤ

ソ
。

と
あ

る
傍

線

部

を

版

本

は

脱

し

て

い
る

(
七
冊
本

二
4ー

ウ
に
あ
た
る
)
。

こ

の

中

の

「
コ
ケ
猿

」

の
語

は
、

聽

塵

で
も

左

の
よ

う

に
用

い
ら

れ

て

い
て
、

年

経

た

猿

(『
國
文
學
攷
』

35
年
5
月

の
拙
稿
參

照
)
を

意

味

し

て

い
る
。

ユ

沐

猴

ハ
水

ニ
ヌ

レ
湯

ア

ヒ
タ

ル
猿

ニ

ハ
ア

ラ

ス
、

コ
ケ
猿

也

。

百

年

モ

ニ
百

年

モ

ヘ
タ

ル
猿

也

。

猿

ト
犬

ト

イ

サ

カ

フ

マ
ネ

ヲ

ス

ル
也

。

師

古

日

、

沐

猴

、

瀰

猴

也

。

七
冊

本

の

四
四

ヲ

ウ

チ

ホ

ト

ナ
老

者

ヲ
集

ル

ソ

(
一
48
ウ
)

に
相

當

す

る

と

こ

ろ

を
聽

塵

で
は

年

ヨ
リ

ノ

コ
ケ

タ

ル
大

父

ノ
如

キ
者

ヲ
友

ト

ス

ル
也

。

と

linu
し

て

い
る

が

、

こ

の

「
コ
ケ

タ

ル
」

も

年
長

の
意

で
あ

る

。

⑩

「
ホ

ウ

カ
ウ

」

、

)

牛
渚

ハ
月

ノ
名

所

ソ
。
須

磨

明

石

ノ
ヤ

ウ

ナ
處

ソ
。

微
服

イ
ヤ

シ

イ

衣

裳

ゾ
。
官

人

ノ
官

衣

ヲ

取

ノ
ケ

テ

ソ
。

・
サ

ウ

ニ
成

テ
人

ニ

マ
キ

レ

テ

ソ
。

日

本

ノ

ホ

ウ

カ

ウ

ナ

ト

ス

ル
心

ソ
。

袁

宏

舟

ニ
ノ

ツ

テ
詩

ナ
ト

ウ

タ

ウ

タ

、
面

白

カ

ツ
タ

ソ

(
七
冊
本
、

二
56

オ
)

右

の

「
ホ
ウ

カ

ウ
」

は

意

味

上

か

ら

は

「
彷
徨

」
、
(
は
う
く
わ
う
)

が

あ

た

り

そ

う

で
あ

る

け

れ

ど

も
、

開

合

の
點

で
も
直

拗

の
点

で

も
相

違

が

あ

る

上

に
、
」
「
彷

徨

」

は

莊

子

や
史

記

な

ど

の
漢

籍

に
見

え

る
語

で

あ

っ
て
、

「
日
本

ノ
」

と

邇

べ

て

い

る

と

こ
ろ

と

も

齟

齬

す

る

で
あ

ろ

う

。

「
歩

行

」

(
ほ
か
う
)

の
長

音
化

と
見

る

こ

と
も

「
日

本

ノ
」

と

あ

る
點

か

ら

は

同
樣

に
難

が

あ

ろ

う

。

す

で

に

『
國

語

學
』

76

集

一
〇

三
頁

・
同

85

集

六

融
頁

に
読

か

れ

て

い
る

よ

う

に
、

こ

の

「
ホ

ウ

カ

ウ
」

は

「
ほ
お

か

ぶ
り

」

の
意

と
解

さ

れ

る

。

中

華

若

木

詩

抄

(寫
本
)

に
用

例

が
あ
り
、
兩
足
院
奮

用
集
の
財
寳
瞿

「
羅

彎

ル
」
と
あ
り
、
日
蘿

書

に
登

載

さ

れ

て

い
る

こ

と
な

ど

、

そ

し

て

い
ま

糸

魚

川

地
方

に
殘

っ
て

い
る

こ

と

が
明

ら

か

に
さ

れ

て

い
る

。

,

ω

「
ヲ

サ

ア

イ
」

と

「
ヲ

サ

ナ
イ

」

ヲ

サ

ア

イ
者

ハ
物

ニ
カ

・
ツ

テ

ナ
ラ

テ

ハ
立

ヌ
ホ

ト

ニ
云

ソ
。

マ
タ
別

ノ
義

モ

ア

レ

ト

モ
、

マ
ツ

カ

ウ

ソ
。

ワ

ラ

ウ

ヘ
ノ

コ
ト

ソ

(
七
冊
本
、
三
5ー
オ
)

三
冊

本

、

四

冊

本

も

右

と
同

樣

に

「
ヲ

サ

ア

イ
」

ど
あ

る

が
、

十

冊

本

は

「
ヲ
サ



ナ

イ
」

に

し

て

い

る
。

講

抄

時

は

「
ヲ

サ

ア
イ

」

で
あ

っ
た

で
あ

ろ

う

。

「
幼

い
」

を

「
ヲ

サ

ア

イ
」

と
記

す

例

は
中

近

世

に
あ

り

、

大

辞

曲
ハ
に
は

義

經

記

や
論

語

抄

な

ど

か

ら

引

例

し

て

い
る

。

⑫

「
ス
タ

ク

」

㌧

世

界

ア

ツ
ケ

レ

ハ

ソ
、

ス
タ

ク

ラ

ウ

(
七
冊
本
、
四
昭
ウ
)

陽

明

本

も

同

樣

で

あ

る

が

(
十
冊
本
は

「
ソ
」
を

「
コ
ソ
」
)
、

こ

の
中

の
動

詞

「
ス

タ

ク

」

は
喘

ぐ
意

で
、

そ

の
用

例

は

ヴ

ァ
チ

カ

ン
圖

書

館

藏

バ

レ
ト
寫

本

(
一
五

九

1
)

1
二
〇

丁

裏

に
も

左

の
よ

う

に
見

ら

れ

る

。

お

乳

の
女

、

な

ど

は
得

心

を

亂

ら

し

て
、

心

為

心

な

ら

ね

ば
足

の
踏

み
ど

も

覺

え

ず
走

り

ぢ
だ

め

き

て

イ

ゲ

レ
イ

ジ
㍗

へ
參

れ

ど
も

、

餘

り

に
す

た

き

喘

ぎ

て
息

を

つ
ぎ

得

ざ

れ

ぱ

し

ば

し

は
物

串

す

事

も

叶

は
ず

(
土
井
忠
生
先
生
飜

字

「
我
ら
が

ド
、く
ナ
に
し
て
天
使

の
元
后
た

る
ビ
ル
ゼ
ン
の
奇
蹟
物
語
」
ー
1

『
キ
リ

シ
タ
ン
研
究
第

七
輯
』
7第

二
部

=

一九
頁
1

に
よ
る
)

降

っ
て
文
政
十
三
年

(
一
八
三
〇
)
の
本
朝
醫
談

(杏
林
叢
書
第

一
輯
)
に

經
書
に
博
士
家
の
古
訓
あ
る
如
く
醫
[書
に
も
古
訓
あ
り
。

發
熱
ミ
ホ
ト
ヲ
リ

喘
息

ア
ヘ
キ
ス
タ
ク

の
類
也
。
輻
田
方
に
儒
士
學
生
の
よ
み
頗
異
な
る
聞
、
訓
注
を
添
る
よ
し
い

へ
リ
コ
昔
蒔
典
藥
寮
の
よ
み
く
せ
な
る
べ
し
。

と
あ

っ
て
、
「室
町
時
代
の
俗
語
」
(『鬻
呆

文
化
畏

系
7
』
の
膿

三
夫

解
甲

ー
龜
井
孝
氏
)

で
あ

っ
た

こ

の
こ

と

ば

も

、
江

戸

後

期

で

は
古

訓

と
さ

れ

て

し
ま

っ

て

姫
る
。

〔補
注
・
〕

⑬

「
ヨ
リ
ギ

(依
氣
)
ナ

」
,

'

、

,

隔

'
時

に
武

帝

ヨ
リ
義

ナ
人

テ
、

ヒ

ル
ネ

ヲ

シ

テ
夢

二
人
形

力
來

テ
打

擲

シ
タ

處

蒙

求

抄

の

こ

と

ば

テ
、

宮

中

ヲ

ホ
ラ

セ

ラ

レ
タ

事

ソ

(
七
冊
本
、
四
43
オ
)

右

の
傍

線

部

は
十

冊

本

に
な

い
。

陽

明

本

は

か

な

が

き

で

「
ヨ
リ

キ

」

ど

し

た
右

に

「
依

]氣
」

と

記

し

て

い
る

。

日
葡

辭

書

に

は

Y
o
r
i
g
u
in
a

f
i
t
o

C
m
リ
ギ

ナ
ヒ

ト
)
と

濁

音
形

で
標

出

し

て
、

「
た

や

す

く

一
方

に
傾

く

人

」
と
説

い

て

い
る

。

ω

「
チ
カ
リ
く

ト
」

首
書
本
に

ア
シ
ナ
ヘ
タ
ル

シ

ミ
ツ
ク
ム

有
二
躄

者
一。
槃
散
行

汲

。

ど
あ
る

「槃
散
」
に
つ
い
て
宣
賢
系
の
寫
刊
本
の
ほ
と
ん
ど
は

逋
べ
て
い
ず

(七

冊
本
で
は
五
65
オ
に
相
當
)、
蓬
左
本
は

テ

槃
ー

ハ
、
行
不
進
貌
ト
云
。

と
記

す

に
過

ぎ

な

い
。
'
し
か

し
聽

塵

に

は

槃

散

ハ
、
腰

ヲ

チ

カ
リ

く

ト

ヒ
ク

體

也

。

散

ハ
寒

韻

ニ
テ
丞
-
聲

ニ

ツ

カ

フ

。

と

(
「
腰

ヲ
、

チ

カ

リ
ノ
丶

ト

」

か
、

「
腰

ヲ
チ
、

カ
リ

く

ト
」

か

は
他

の
用
例

が
未

見

な

の
で
決
め
が

た
い
が
、

一
應
前
者
と
す
る
)、

び

つ
こ
を

引

く

形

容

に
珍

し

い

オ

ノ

マ

ト

ペ
を

使

っ
て

い
る

。

〔補
注
2
〕

個

「
コ
ゼ

丶
ラ

ヌ
」
・
「
コ
ゼ

カ

ム
」

・
三
冊

本

に

'

簡

ハ
大
度

ナ
事

ソ
。

大

サ

ハ
ヤ

カ

ニ

シ
テ
、

小

ゼ

・
ラ

ヌ

ソ

(上

ノ
上
12
ウ
)

と

あ

る
傍

線
部

は
、

ま

た

開

大

ナ
貌

ソ
。

コ

セ

丶
ラ

ヌ
、

ク

ワ

イ

ナ

人

テ
有

タ

ソ

(上

ノ
上
5ー
オ
。

四
冊

本

は

「
セ
」

に
濁
點
)

と

あ

る
。

版

本

(
七
冊
本

一
3
ウ

.
6ー

オ
)
は

兩

箇

所

と

も

躍

り

字

を

脱

し

て

い
る

四
五



人

文

學

論

集

が

、

こ

せ
ノ
丶

す

る

意

の
動
詞

「
せ

せ

る

」

に
接

頭

辭

「
こ
」

が
付

き
、

そ

れ

の

打

消

表

現

が

右

の

「
コ
ゼ

丶
ラ

ヌ
」

で

あ

る

。
動

詞

「
せ

せ

る

」

の
用

例

も
蒙

求

抄

に
次

の
よ

う

に
見

ら

れ

る

。

煩

苛

ハ
、

セ

丶
リ

ム

ツ

カ

シ

イ
法

ソ
。

ワ

ツ
ラ

ハ
シ
ウ

、

カ
ラ

イ

ト
讀

付

タ

レ
ト

モ
、

キ

フ

イ
事

テ

ハ
ナ

イ

ソ
。

苛

ハ
小

草

也
コ

繁

細

也

。

コ

セ

カ

メ
タ

方

ヲ
云

ソ

(
三
冊
本
、
上

ノ
上
56

ウ
)

右

の

「
コ

セ
カ

メ
タ
」

を

版

本

(
七
冊
本

二
9
オ
)

は

「
メ
」

を

誤

脱

し

て

「
コ

セ

カ
タ

」

と

し

て

い
る

が
、

こ

の

「
コ
」

も
前

述

の

「
コ
」

と
同

樣

の
接

頭

辭

か

と

思

わ

れ

る

。

と

こ

ろ

で

「
コ

セ

カ

ム
」

は
下

二
段

に

も
四

段

に
も

活

用

し
た

よ
う

で
、
次

の
よ

う

な
例

も

あ

る

。

大
略

ハ
大

ナ

バ
カ
リ

コ
ド

ソ
。

コ

セ

カ

マ
ヌ
ゴ

ト

ソ

(七
冊
本
、

一
57

ウ
)

右

の

「
セ
」

に
封

し

て
三

冊

本

・
四

冊

本

は

濁
點

を
施

し

て
お

り
、

「
コ
」

を
冠

す

る
場

合

は
、

「
セ

セ

ル
」

の
場

合

と
同

樣

に
連

濁

現

象

を

お

亡
し

て

「
コ
ゼ

カ

ム
」

と

な

っ
た

と
思

わ

れ

る
。

大

辭

典

は

「
コ
セ
ガ

マ
ヌ
」

厂と

し

て
濁

點

の
位

置

が
異

な

る

が
、

こ

れ

は

「
せ

が

む
」

と

い
う
動

詞

に
接

頭

辭

「
こ
」

が

つ

い
た

も

の
と

見

た

か

ら

で
あ

ろ

う

。

「
コ

セ
カ

ム
」

は
他

抄

に

も
用

い
ら

れ

て

い
る
。

苛

政

ハ
、

コ

セ
カ

ム
ソ
。

カ

ラ

イ

ト
云

ハ
惡

ソ
。

桂

林

〈

青
松
〉

ノ
云

ソ

、(
鹿

王
院
藏
、
湖
鏡
集

、
86
オ
)

圃

「
理

窟

」

勃

率

ハ
比

興

ナ

ル
貌

ソ
。

サ

レ
ト

モ
理

ヲ

ハ
知

タ

者

チ

ヤ

ホ
ト

ニ
理

ノ
窟

ト

云

ソ

(
七
冊
本

、
五
67

ウ
)

右

は

首

書
本

の

ソ
ツ
シ

ナ
ス

コ
ツ

勃

搴

爲

二
理

窟

一
。

四
六

に
あ
た
る
抄
文
で
あ
ゐ
が
、

「
理
窟
」
の
語
源
解
が
聽
塵
に
左
の
よ
う
に
述

べ
ら

れ
て
い
る
。

義
理
ヲ
タ
ク
サ
ン
ニ
云
出
ス
ハ
、
窟
ノ
ホ
ラ
ナ
ト
ヨ
リ
ワ
ク
如
キ
ヲ
理
窟
ト

云
。

ち
な
み
に
大
言
海
で
は
左
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
て
、
理
の
赴
く
方
向
が
逆
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
・(大
辭
典
も
同
樣
)。

リ
ノ
ブ
ナ

理

窟

ノ
意

ニ
テ
、

理

ノ

ア

ツ

マ

ル
所

ノ
払義
。

働

「
シ
キ
」

と

「
シ
キ

く

」

世
話

二
勸
學
院
ノ
雀

ハ
蒙
求
ヲ
晦
ト
云
ハ
、
李
澣
カ
ツ
カ
ウ
小
女
ノ
名
ヲ
雀

ト
云
者
ソ
。
其

マ
テ
此
蒙
求
ヲ
囀
ソ
。
シ
キ
ノ
雀
テ
ハ
無

ソ

(七
冊
本
、
序
二

ー

ウ

)

ト
マ

コ
モ

篷

ヲ

ハ
、

シ
キ

ノ
車

ニ

ハ
フ

カ

ヌ

モ

ノ
也

。

疲

勞

ス

ル
ポ

ト

ニ
薦

ノ
ヤ

ウ

ナ

ル
物

ヲ

フ
ク

ヲ
云

、

故

二
薄

ト

云

、

小

車

也

(
聽
塵
、

大
東

急
本
、
上
59
ウ
)

ア

レ
パ

式

ノ
人

ニ

ハ
ア

ラ

ス
。

私

ノ
作

タ

ル
人
形

也

(聽
塵
、
慶
應
本
、
申
62

.
オ
)

本

有

ノ
理

ヲ

金

丹

ト

云
、

シ
キ

ノ
金

銀

ニ

ワ
ア

ラ

ス
。

名

ヲ
借

テ
云

ト

モ
イ

ヘ
リ

(
同
、
穂
久
邇
本
、
下
。
京
大
本
17
ウ
は

「
シ
キ
ノ
金
丹

ニ
ハ
」

と
誤

る
。
慶
應

本

は

「
金
銀
」。

し
た
が

つ
て
穂
久
邇
本
が
京
大
本

の
轉
寫

で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
)

こ

れ

ら

の

「
シ

キ
」

は
本

當

と

か
本

式

と

か

の
意

で
、
他

抄

に
も

式

ノ

バ
ク

チ

〈

博
奕
〉

テ

ハ
ア

ル

マ
イ

ソ

(
文
明
+
四
年
桃
源
講
景
徐
聞
書
、
漢

書
列
傳
抄
、
、
48
面
)

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
左
の

「
シ
キ
く

」
は
こ
の
語
を
重
ね
た
も
の
で



あ

る

。音

樂

ヲ

モ
吾

力
爲

ニ

ハ
、

シ

キ

く

ニ

ハ
、

イ

ヤ

ト
云

ソ

(米
澤
本
、
中

29

ウ
)

他

抄

か

ら

も
擧

げ

る
。

'

魯

論

二
割

難

焉

用

牛

刀

ト
云

ハ
、

チ

ツ

ト

ナ

ル
小

邑

マ
テ
禮

樂

ヲ

ス

ル

ニ
云

・

タ
事

ソ
。

鷄

ノ
小

ナ

ル
者

ヲ

サ

ク

ニ
牛

ノ
大

ナ

ル
刀

ニ
テ

キ

ラ

バ
、

ナ

ニ
カ

ヨ
カ

ラ

ン

ソ
。

小

寺

ナ

ン

ト

ニ
禮

樂

ヲ

シ
キ

く

二
行

ウ

ナ

ン

ト

ニ
云

事

ソ

(
湖
鏡
集
、

一
二
四

ウ
)

僣

カ

マ
タ
擬

義

ス

ル
程

二
、

ヲ

ノ

レ
ガ
羊

ナ
叶

ヌ

モ
ノ

ヲ
百

千

人
打

テ

モ
、

ナ

ン
ノ

ヤ

ク

ニ
モ
タ

丶
ヌ

。

シ
キ

く

ノ

モ

ノ
ヲ

一
人

モ
打

出

ヌ
ト

也

(
承

應
三

年
版
、
眞

歇
拈
古
鈔
、
10
オ
)

圏

「
子

細

モ
ナ

イ

」

二
三
升

ト

云

ハ
、

コ
チ

テ

ハ
子

細

モ
ナ

イ
事

ナ

レ
ト

モ
、

器

物

力
少

ニ
ソ

ア

ル
ラ

ン
也

(
七
冊
本
、
六
5ー
ウ
)

右

の

「
子

細

モ

ナ
イ

」

は
、

聽

塵

に

こ

の
文

に

あ

た

る

も

の
が
衣

の
よ

う

に
読

か

れ

て

い
る
點

を
考

え
合

わ

せ

る

と
、

原

義

の
意

の
よ

う

で

あ

っ
て

「
少

な

い
量

で

な

い
」

ヒ
解

さ

れ

る
。

キ

モ
ツ

一
日

二
、
三

四
升

ハ
、
コ
ナ

タ

ニ
テ

ハ
大

食

ト

モ
云

ヘ
キ

カ
。

器

物

力
少

歟

。

⑲

「
ガ

ウ

ギ
」

(剛
毅
)

吾

性

ノ

カ
ウ

キ

ナ

ル
ヲ

タ

〈

矯
〉

メ
テ

ヲ

イ

テ

ノ
心

ソ

(
七
冊
本
、
七
6
ウ
)

右

の

「
カ
ウ

キ

」

は

、
聽

塵

に

剛

毅

ナ

ル
性

ヲ

、

タ

メ
ナ

ヲ

ス
也

。

と

あ

る

「
剛

毅

」

の
か

な

が

き

か

ど

思

わ

れ

る

が

、
陽

明
本

と

十
冊

本

と

は

「
ガ

ウ

ギ

」

と

濁

っ
て

い
る

。

蒙

求

抄

に

は

、
他

に

「
豪

儀

」

の
用
例

が

蒙

求

抄

の

こ

と

ば

・
豪

儀

ナ
、

ヲ

コ

ツ
タ
物

テ

ア

ツ
タ

ソ

(
七
冊
本
、
四
34
ウ
っ

「
性
、
豪
侈
」
の
解
)

と

あ

り

、

「
剛

」

を

濁

る

の
は

こ
れ

と

の
混

同

が

生

じ

た

た

め

か

も
知

れ

な

い
。

文

明

本

節

用

集

に

は

「
剛

毅

」

は
左

の
よ

う

に

「
カ

ウ
ギ

」

と

ふ

り

が

な

さ

れ

て

い
る

。カ
ウ
ギ

ボ
ク
ト
ツ
ハ

チ
カ
シ

ジ
ン
ニ

剛

毅

木

訥

近

レ

仁

r

'

〔補
注
3
〕

⑳

「
ア

イ
ヅ

ラ
イ

」

七
冊

本

の

反

問

ハ
、

軍

申

ヲ

ア

ル
ク

者

ソ

(
七
28

ウ
)

に
相

當

す

る

と

宅
ろ

を

、

聽

塵

で

は
左

の

よ
う

に
記

し

て

い
る

。

友

間

ト

ハ
、

敵

御

方

ヲ

ア

ル
キ

テ
、

ア

イ

ツ
ラ

イ

ス

ル

モ

ノ
也

。

「
ア

イ
」

は

「
相

」

で
、

「
ッ

ラ

ィ
」
rは

「
つ
ら

ふ
」

(す
な
ぬ
ち

「
つ
る
+
ふ
」
)

の
名

詞

形

で
あ

ろ
う

。

熟

合

時

に

「
ヅ

」

ど

濁

音
化

し

た

よ

う

で

(
慶
應
本

に
は

左
肩

に
朱
濁
)、

後

に

は
連

濁

の

「
ヅ

」

か
ら

「
ズ

」

へ
四

っ
が
な

の

混

同

が

生

U
、

江

戸

時

代

に
用

例

の
見

え

る

「
あ

ひ

ず

り
」

(
一
味

の
意
)

へ
移

っ
て

い

っ
た

の
で

は

な

い
か

ど
思

わ

れ

る
。

ω

「
ト

ヲ

!

丶

ト
」

2

玩

'

遠

汲

ト

ハ
、

水

ク

ミ

ニ
、

ト

ヲ

く

ト
行

テ
溺

死

タ

ソ

(
七
冊
本
、

七
34
オ
)

右

の

「
ト

ヲ

く

」

は

「
遠

々
」

で

あ

ろ
う

。

「
と

ぼ

ー

と
」

の
源

は
、r
こ

の

「
遠

々
と
」

で

あ

ろ

う

か
。

「
ト

ヲ

く

ト
」

の
用

例

は
他

抄

に
も

あ

る
。

長
-
宮
〈
長
信
宮
〉

ニ
ア
ル
者

モ
隨
分

二
獨
眼
テ
此
秋
殿
ノ
裡

ニ
イ
タ
カ
、
ト

ヲ
く

下
笑
語
ノ
者
力
天
上

ヨ
」
來

ル
ヲ
ト
ヲ
聞
テ
居
タ
ソ
。
眞

ニ
キ
ケ
ン

觸
ヨ
サ

ウ

ニ
笑

テ
語

ル
者

力
天

上

ヨ
リ

シ
テ

キ

タ

ソ

(湖
鏡
集

2ー

オ
。

「
隨
分

。獨

眼
秋
殿
ノ裡
、
遥
聞
語
笑

自
天
來
」

の
解
)

ξ

r:

'
【

四
七



人

文

學

論

集

吻

.「
ハ
ウ

ソ

ン
」

イ

カ
ナ
寵

ア

ル
外

戚

カ
タ
御

一
族

テ

マ
リ
、

チ

ト

モ

ハ
ウ

ソ

ン
ヲ

～
カ

ヌ
ソ

(
七
冊
本
、

一
34
ウ
)

右

は

「
凡

所

二
糾

劾

一
、

不

レ
避

二
寵

戚

一
」

の
解

に

あ

た

る

が

、

「
ハ
ウ

ソ

ン
」

は

「
方

寸

」

の

U
母

音

が

0
母

音

に
轉

化

し
た

も

の

で
あ

ろ

う

か
。

〔補
注
4
〕

㈲

「
九

マ
ガ

リ
」

と

「
七

マ
ガ

リ
」

九

折

坂

ハ
、

サ

吻

シ

イ
山

ソ
。

九

マ
カ

リ

ノ

坂

テ

ソ
ア

ル
ラ

ン

(
七
冊
本
、

六
46

ウ
)

右

は
、

聽

塵

に
さ

か

の

ぼ
る

と

九

折

坂

ハ
、

九

ノ

マ
カ
リ

ノ
坂

ナ

ル

ヘ
シ
。

歌
道
ニ
ツ
ェ
ラ
ヲ
リ
ト
云
路
也
。
鞍
馬
ノ
七
マ
カ
リ
ノ
類
也
。

(慶
應
本
。
「歌
」
は
京
大
本

「厳
」
)

と

あ

り
、

「
九

マ
ガ

リ

は
」

原

漢

文

の

「
九
折

」

の
直

譯

で
、

「
七

マ
ガ

リ

」

が

日

本

風

の
ljll�
;
か

た

で
あ

る

。

㈱

「
候

」

と

「
ス
」

此

水

ヲ
飮

メ

ハ
、

ア
ク

コ

モ
ナ

イ
欲

力
、

テ
ク

ル

テ
候

ソ
(
七
冊
本
、

四
4

ウ
)

右

の

「
候

」

を

陽

明

本

は

「
ス
」

と
記

す

。

「
候

」

と

い
う

字

の
崩

れ

た
形

を

か

な

の

「
ス
」

と
見

誤

っ
た

た

め

の
誤

寫

か

と
思

わ

れ

る
。

逆

に
版

本

の

狄

儀

ト

ス
カ
、

儀

狄

テ

ア
ラ

ウ

ス

ソ

(
七
冊
本
、
四
14
ウ
)

の
傍

線

部

の

「
ス
」

は
、

「
候

」

の
誤

り

と
見

ら

れ

る
。

こ

の
よ

う

な

誤

り

が

行

な

わ

れ

た
背

景

に

は

「
候

」

と

い
う

こ

と

ば

の
、

ち

び

た

形

で
あ

る

「
す

」

の
實

す

在
、
使
用
が
考
え
ら
れ
る
。
「
候
」
の
用
例
を
他
抄
や
室
町
時
代
小
歌
集

(笹
野
堅

氏
編
)、
閑
吟
集

(岩
波
文
庫
)、
大
藏
流
狂
言

(虎
明
本
11
古
本
能
狂
言
集
、
虎
清
本
H

安
田
文
庫
藏
八
番
、
虎
寛
本
ー
岩
波
文
庫
)
か
ら
取
り
出
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

四
八

軍

幕

ヲ
ウ

タ

ヌ

サ

キ

ニ
ク
タ

ヒ

レ

テ

ス

ナ
ト

～

ハ
云

マ
イ

ソ

(仁
和
寺
藏
、
黄

石
公
三
略
抄
、
寫

一
冊
)

、

手

ノ

ヒ

ナ
事

ハ
イ

ヤ

テ

ス

ト
云

テ
、
手

ノ

ヒ
ラ

ヲ
以

テ
黄

檗

ヲ
打

レ
タ
。

師

家

ヲ
打

モ
處

ニ
ヨ
ツ

テ

ヨ
ウ
打

ハ
、

無

禮

ニ
ナ

ラ

ヌ

ソ

(
鹿
王
院
藏
、

臨
濟
禪

師
語
録
鈔
、
65

ウ
)

す

す

今
朝
の
嵐
は
嵐
で
は
無
げ
に
候
よ
の
大
井
川
の
河
の
瀬
の
音
ぢ
や
げ
に
候
よ

の
う

(閑
32
頁
)

今
朝
の
朝
寢
は
朝
寢
で
は
無
げ
に
す
よ
の
。
過
ぎ
し
夜
の
名
殘
げ
に
す
よ
の

(室
77
頁
)

は
な
を
か
が
う
と
い
ふ
て
も
大
事
な
い
事
が
す
よ

(清

「
さ
る
ぎ
と
う
」)

そ
れ
が
し
は
此
の
あ
た
り
の
も
の
U
や
が
、

の
あ
そ
び
に
出

て
引
よ

(清
「き

ん
や
」)

そ
れ
が
し
も
よ
ぼ
は
つ
て
と
を
ら
ふ
、
す
ゑ
ひ
ろ
が
り
か
ひ
す

(明
「す
ゑ
ひ

ろ
が
り
」)

行
々
は
用
に
も
立
う
も
の
と
お
も
ふ
て
滿
足
し
て
引

(寛

「秀
句
傘
」)

蒙
求
抄
の
版
本
中
に
も
な
お
次

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

③
學
問
稽
古
能
藝
モ
無
用
ス
ヨ
ト
云
ソ

(七
冊
本
、
二
77
オ
)

⑤
妻
力
教
訓
シ
テ
ス
ト
云
タ

(五
ー
ウ
)

◎
我

コ
ソ
劉
寵
ス
ヨ
ト
ホ
コ
ラ
ヌ
ホ
ト
ニ

(七
50
ウ
)

こ
れ
ら
を
寫
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
③
は
三
冊
本

・
四
冊
本
も
同
樣
で
、
⑤
は
三

冊
本
欠
、
四
冊
本
は

「候
」

の
草
體
で
、
◎
は
陽
明
本
も

「
ス
」
で
あ
る
。
「候
」

の
字
で
書
か
れ
た
も
の
の
中
に
も

「
ス
」
と
發
音
さ
れ
た
も
の
も
あ

っ
た
か
も
知

れ
ず
、
講
抄
時

の
實
際
を
う
か
が
う
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
な

い
。
蒙
求
抄
の



中

に

は
、

た

と

え

ば

マ
イ

ラ

シ
候

ワ

ウ

(
七
冊
本
、
三

20
オ
)

f

rρ

よ
う

に
、

「
候

」

の
字

が

「
さ

う

ら

(
ふ
)
」

の
漢

字

が
き

で
あ

る

と

ほ

ぼ
認

め

・ら

れ

る

(た
だ
し

「
そ
ろ
」

と
も
讀

め
る
)
場

合

が

か

な

り

あ

る

一
方

で
、

「
サ

ウ

」

・
「
ソ
ウ
」
・
「
ス
」
等

の
か

な

が

き

も
存

す

る

か

ら

で

あ

る
。

㈲

「
候

」

と

「
ソ

ロ
」

r
學

問

ヲ

シ

タ
者

テ
候

ト
云

ソ

(
七
冊
本
、

七
19

ウ
)

の

「
候

」

を

、

陽

明

本

は

「
ソ

ロ
」

と

か
な

が

き

し

て

い
る

が
、

陽

明

本

に

は

こ

の

よ
う

な
例

が

し

ば

し

ば

あ

る
。

「
ソ

ロ
」

に
關

し

て
他

資

料

に
次

の

よ
う

な

記

述

が

あ

る
。

ゴ

・:
…
候

イ
ト

ハ
、

男

ノ
辭

也

。

ソ

ロ
ト

ハ
、

女

ノ
辭

也

(蓬

左
文
庫
藏
、
庭
訓

往
來
抄
、
寫

一
冊
、

3
オ
の
上
欄
書
込
み
)

ソ
フ
ロ

論

義

ノ
候

ヲ

、一
南

都

ハ
、

ソ
ウ

ロ
ウ

ト

引

テ

云

ヒ
、

三
井

寺

ハ
、

ソ

ロ
ト

云

ヒ
、

山

門

ハ
、

ソ

ウ

ト

云

フ

(曼
殊
院
藏
、
講
演
故
實
記
、
江
戸
期
寫

一
冊
)

.毛

詩

抄

に

お

い
・て
も

、

京

大

圖

書

館

藏

の
十

冊

本

に

「
ヲ

リ

ソ

ロ

へ
」
.
「
此

ヤ

ウ

ニ
一
コ
ソ

ソ

ロ

へ
」

と

あ

る

の

が
、
,同

U
く

二
十

冊

本

で

は

「
ヲ

リ
候

へ
」
・
「
此

ヤ

ウ

ニ

コ
ゾ
候

へ
」

と
記

さ

れ

て

い
る

よ
う

な

例

が

あ

る

(
岩
波
文
庫
本

で
は
e
89

.

90
頁
)。

京

大

國

文

研

究

室

藏

の
零

本

も

十

冊

本

と

同

樣

に

「
ソ

ロ
」

が
使

わ

れ

て

.
い
て

r
男

ハ
、

祝

着

ニ
ソ

ロ
、

ナ

ト
▼云

ヘ

ハ
、

女

ハ
、

ヲ

ウ

レ
シ

ウ

ソ

ロ
、

ナ

ト
云

ト
同

事

ソ
。
[

の

よ
う

に

あ

る
。

こ

の
毛

詩

抄

の
文

で

は
男

女

と
も

に

「
ソ

ロ
」

を

用

い
て

い

る

わ
け

で
㍉

前

引

の
庭

訓

往

來

抄

の
書

込

み

と

は
背

馳

す

る
。

「
ソ

ロ
」

は
、

ほ

か

.蒙

求

抄

の

こ

と

ば

に
抄
物
で
は

三
體
詩
鈔

(寛
永
+
四
年
版
)
・
臨
濟
録
抄

(京
大
國
文
研
究
室
藏
の
寫

本
)

・
大
惠
書
抄

(寛
永
十
一
年
版
)
・
碧
岩
抄

(寛
永
十
八
年
版
)
・
本
則
抄

(寛
永

十
九
年
版
)
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
、

㈱

「
御
座
ア
ル
」
と

「御
座

ル
」

文
帝
ノ
御
座
ル
カ
西
テ
ソ
有
ラ
ウ

(七
冊
本
、
五
1ー
オ
)

の
傍
線
部
は
、

四
冊
本

・
陽
明
本
も
同
樣
で
あ
る
が
、

十
冊
本
は
、「
御
座
ア
ル
」

と

「
ア
」
を
補
入
し
て
い
る
。
し
か
し

「御
座
ア
ル
」
と
讃
ま
せ
よ
う
と
し
た
の

は
十
冊
本
版
行
時
の
恣
意
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
衣

の
例
は
四
冊
本
も

「御
座
ア

ル
」
で
あ
る
。

幼
主
テ
御
座
ア
ル
ポ
ト

ニ

(七
冊
本
、

一
37
オ
)

し
か
し
三
冊
本

へ
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
こ
れ
も

「
御
座
ル
」
と
あ
り
、
四
冊
本
以
降

が

「
御
座
ア
ル
」
ど
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
湯

澤

博

士

が

『室
町
時
代
の
言
語
研
究
』

一
一
四

・
一
九
九
頁
に
引
か
れ
た

陛
下

ハ
已
聖
徳
御
座
ア
ツ
テ
、
シ
カ
モ
漢
ノ
中
興
王
テ
御
座
ア

ル
ト

云

二

(七
冊
本
、
三
4ー
オ
)

見
奉

レ
ハ
御
病

ハ
大
事
テ
御
座
ア
ル
カ
、
天
下
ノ
事
ヲ
モ
我
ラ
ト
モ
ト

ハ
計

ラ
ハ
イ
テ
:
:
:
(ニ
ー6
オ
)

の
傍
線
部
は
、
三
冊
本
も
同
樣
で
あ
り
、

天
下
ノ
百
姓
力
東
宮
テ
御
座
有
ト
云

コ
ト
ヲ
皆
知
タ
ソ

(四
2
オ
)

の
傍
線
部
も
、
陽
明
本

「
御
座
ア
ル
」
で
あ

っ
て
、
講
抄
時
に

「
ゴ
ザ
ア
ル
」
と

「
ゴ
ザ

ル
」
と
の
兩
形
が

(あ
る
い
は
申
間
形

「ゴ
ザ
ー
ル
」
も
)
用

い
ら
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

㈱

「
マ
イ
ラ
ス
ル
」
と

「
マ
ラ
ス
ル
」

四
九



人

文

學

論

集

三
冊
本

・
四
冊
本
で

夏
殷
周

ノ
三
代

ノ
ヤ
ウ

ニ
、

ナ
シ
マ
イ
ラ
セ
ウ
ソ
。

と
あ
る
の
が
、
版
本
で
は

「
イ
」
を
脱
し
て

「
ナ
シ
マ
ラ
セ
ウ
ソ
」
(
一
6
ウ
)
と

す
る
の
が
あ
る
反
面
、
逆
に
三
冊
本

・
四
冊
本
の
左
の
傍
線
部

「
マ
ラ
セ
」
に
封

し
て
、
版
本

(七
冊
本
、
二
32
ウ
)
は

「
マ
イ
ラ
セ
」
と
す
る
。

…
…
惠
帝

ニ
カ
～
セ
マ
ラ
セ
テ
、

マ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ソ
。

ソ
コ
テ
、
サ
テ
ハ
文
.

・章
ヲ
モ
カ
丶
ル
～
ト
思
フ
テ
位

二
印

マ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ソ
。

傍
線
部
よ
り
も
前
に
あ
る

「
マ
ラ
セ
」
は
、
版
本
も
寫
本
の
と
お
り
な
の
で
、
版

本
の

「
マ
イ
ラ
セ
」
は

「
イ
」
の
誤
入
と
見
ら
れ
る
が
、
他
の
諸
例
を
考
え
合
わ

せ
て
講
抄
時
に
兩
形
の
併
用
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

鰌

「
ヨ
シ
ピ
」
と

「
ヨ
シ
ミ
」

七
冊
本
の

「
音
信
ノ
ヨ
シ
司
」
(六
1ー
オ
)、
の
傍
線
部
は
陽
明
本

・
十
冊
本
も
同

樣
で
あ
る
が
、
聽
塵
は

「
ヒ
」
と
す
る
。
同
樣
の

「
ヨ
シ
ヒ
」
の
例
は
聽
塵
に
は

さ
ら
に
あ
り

(京
大
本
、
中
の
絡
丁
オ
、
下
60
ウ
)、

こ
れ
ら
の

「
ヒ
」
は
濁
音
で
、

「
ヨ
シ
ピ
」
と

「
ヨ
シ
ミ
」
と
は

バ
行
音
と

マ
行
音
と
の
交
替
例
ヒ
見
ら
れ
る
。

一
般
的
に
バ
行
音
と

マ
行
音
と
の
交
替
例
は
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
奈
良
時
代
に
マ

行
音
で
あ

っ
た
も
の
で
夲
安
時
代

に
バ
行
音
化
し
た
も
の
が
多
く
、
室
町
時
代
に

は
バ
行
音
か
ら

マ
行
音

へ
移
行
す
る
傾
向
が
強

い
。
こ
の
語
は
語
源
的
に
は
形
容

詞

「
よ
し
」
に
接
尾
辭

「
ぶ
」
あ
る
い
は

「
む
」
が
付
い
て
動
詞
化
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
た
だ
通
例
、
形
容
詞
か
ら
動
詞
を
作
る
場
合
は
、
ク
活
用
で
は
語
幹

に
、
シ
ク
活
用
で
は
絡
止
形
に
、

「
ぶ
」
,あ
る
い
は

「
む
」
を
付
し
て
、
た
と
え

ば

「
高
む
」
、
「悲
し
ぶ
」
の
よ
う

に
す
る
の
に
、
こ
の
場
合
は
ク
活
用
の
絡
止
形

に
動
詞
性
接
尾
辭
を
付
し
た
こ
と
に
な
る
點
で
異
例
で
あ
る

(ち
な
み
に
似
た
よ
う

五
〇

な
例
外
的
事
象

と
し

て
、

ク
活
用

の
語
幹

・
シ
ク
活
用
の
絡
止
形

に
、

名

詞
が
付

い
て

「
淺

瀬
」
、
「
う
れ
し
涙
」

の
ご
と
き
複
合
名
詞

が
作
ら

れ
る

一
般
例

に
反

し
て
、
ク
活
用

「
無
し
」

の
場
合
は
終
止
形

の
下

に
名
詞
が
付

い
て

「
棚
無
し
小
舟
」
、

「
よ
し
な
し
ご
と
」

の
よ
う
な

形
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
が
あ
る
)
。

こ
れ

と

は

逆

に
聽

塵

で

マ
行

の

結
一納

ハ
士
心
ヲ

ハ
コ

ム

ヲ
一衣
。

が

、

三

冊

本

・
四

冊

本

・
版

本

も

「
ハ
コ

フ
」

(
七
冊
本
、

一
2ー
ウ
)

と

バ
行

に

し

て

い
る

例

が

あ

る

け

れ

ど

も
、

こ

れ

を

も

っ
て

「
ハ

コ
ブ

」

の
方

が

口
頭

語

的

と

言

っ
て
よ

い
か

ど
う

か

疑

問

で
あ

る
。

と

い
う

の
は
他

抄

に

「
ハ

コ

ム
」

が
見

え

る

か

ら

で
あ

る
。

漕

ハ
物

ヲ

ハ
コ

ム

ソ
。

輓

ハ
引

ソ

〈
綿
谷
講
景
徐
聞
書
、
漢
書

列
傳
抄
、
8
面
)

同

樣

に

「
沐

」

の
訓

と

し

て
首
書

本

に

「
ア

ム

ル
」
、

聽

塵

で
も

「
ユ
ア

ム

ル

ニ
」

と

マ
行

に
記

す

も

の
を

三
冊

本

・
四
冊

本

・
版

本

は

「
ユ
ア

フ

ル
」

と

バ
行

の
よ

う

に
記

す
例

が

あ

る

(
七
冊
本
、
五
17
オ
)
。

し

か

し
聽

塵

に

も

バ
行

の

「
ア

ヒ
タ

ル
」

の
例

の
あ

る

こ

ど

四

四
頁

上
段

の
引

例

中

に
見

る
ご

と
く

で

あ

り
、

語

に

よ

っ
て
は
兩

樣

の
ljil�
;
.か

た

が

あ

っ
た

よ

う

に
思

わ

れ
る

。
し

か

し
版

本

の
「
シ

モ

ヘ

ト

ナ

ツ

テ
イ

」

(
七
冊
本
、
四
74

ウ
)
が
、

陽

明

本

で

「
シ

ホ

ヘ
ト

ナ

ッ

テ
」
と

バ
行

音

の
よ

う

に
記

さ

れ

て

い
る

の
は
、

ど

の
程

度

一
般

性

が

あ

っ
た

の
か
疑

わ

し

い
。

卷

一
の
内

題

に

三
冊

本

が

テ
ィ
ジ
ヨ

ボ
ウ
キ
ウ
マ
キ
ノ

標

題
徐

状

元
補

注
蒙

求

卷

上

(
+
冊
本

の

「
ボ
キ
ウ
」

は
誤
り

で
あ
ろ
う
)

と
ふ

り

が

な

す

る

が
、

「
蒙

」

が

「
モ
ウ

」

で

な
く

「
ボ

ウ
」

と

あ

る

の

は
古

く

か

ら

の
讀

み
,な

ら

わ

し

で
あ

ろ

う
。

鋤

「
ト
ボ

ス
」

と

「
ト

モ

ス
」



七
冊
本
の

「
火
ヲ
ト
モ
ス
」
(
七
5ー
オ
)
の

「
モ
」
に
樹
し
て
、
京
大
版
本
は
墨

筆
で
濁
點
を
施
し
て
い
る
。

「
ボ
」
と
讀
も
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
ト
ボ
ス
」

の
例
は
詩
學
大
成
抄

(米
澤
市
立
圖
書
館
藏
)
に
左
の
よ
う
に
あ
る
。

帳
申

ニ
イ
テ
同
學
ノ
衆
ト
燈

ヲ
ト
ボ
イ
テ
書
ヲ
讀
ソ

(
一
16
オ
)

こ
の
語
は
百

二
十
句
本
夲
家
物
語

(京
都
府
立
總
合
資
料
館
藏
)

で
は
、

バ
行
音
と

マ
行
音
と
の
兩
形
に
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
夫
草
版
夲
家
物
語
で
は
す

べ
て
マ
行
音
に
綴
ら
れ

て

い
る

(拙
稿

「
申
世
國
語
に
お
け
る
バ
行
音
と
マ
行
音
と
の

交
替
」
34
年
3
月
)。

㈲

「
地
獄
ノ
沙
汰
モ
錢
テ
ス
ル
」

京
大
版
本
の
二
75
ウ

の
上
部
欄
外
に

地
獄
ノ
沙
汰

モ
錢
テ
ス
ル
也

ト
云
ソ
。

と
あ
る
の
は
聽
塵
に
見
え
ず
、
何

に
よ

っ
た
の
か
が
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
77

オ
の
左
の
抄
文
と
相
應
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
書
入
れ
る
べ
き
位
置
を

誤

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
書
入
れ
位
置
の
誤
り
が
、
ま
れ
に
見

ら
れ
る
。

諺
日
ー

コ
ト
ワ
サ

ニ
モ
申
ソ
。
所
濤
ヲ
ス
レ
ハ
鬼
榊
ヲ
モ
使
フ
理
ツ
。
耳

カ
ナ
ケ
レ
ト

モ
錢
タ

ニ
ア

レ
ハ
鬼
神
ヲ
モ
ツ
カ
ウ
。
錢
カ
ハ
シ
リ
々
ウ
テ
コ

チ
ノ
云

コ
ト
ヲ
聞
ケ
ト
鬼
神

二
云
付
ネ
ト
モ
、
伯
ツ
カ
ワ
ル
・丶
也
。

犬
筑
波
集
に
も
同
樣

の
諺
が
左

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
江
戸
時
代
に

は

い
る

と

「
地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第
」
と
言
う
の
が
普
通
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

聞
け
ぼ
た
だ
地
獄
の
沙
汰
も
錢
な
れ
や
、

立
山
領
を
守
護
ぞ
お
さ
む
る

(輻

井
博
士
前
掲
書
九
六
・
四
六
三
頁
)

次

の

「
エ
テ
ノ
長
刀
」
も
當
時
の
諺
と
思
わ
れ
る
。

蒙

求

抄

の

こ

と

ば

/

宣

賢

日

、

エ
テ

ノ
長

刀

チ

ヤ

ホ
ト

ニ
ヨ
ク
知

タ

ソ

(
一
娼
オ
)

七
冊

本

二
7

オ

の

「
鬼

ノ
目

二
涙

ソ
」

は

、

三

冊

本

・
四

冊

本

で
は

「
鬼

ノ
目

ニ
モ
涙

ソ
」

と

あ

り
、

版

本

は

「
モ
」

を

誤

脱

し

て

い
る
。

㈲

字

音

と
意

味

ど

の
關

連

に

つ

い

て

「
覆

」

の
字

音

が

「
フ
」

の
場

合

と

「
フ
ク

」

の
場

合

と

で
、

意

味

が
相

違

す

る

こ
と

を

七

冊
本

に

は
次

の
よ

う

に

述

べ
て

い
る
。

覆

ノ
字

ハ
、

フ

ノ
音

ノ
時

ハ
、

ヲ

丶
ウ

、

フ
ク

ノ
音

ノ
時

ハ
、

ク

ツ

カ

ヘ
ス

ト
云

心

也

。

教

家

ノ
律

ナ

ン
ト

ニ

ハ
、

蜀

ノ
時

ハ
、

ヲ

丶
ウ

也

、

フ

ノ
音

ノ

時

ハ
、

ク

ツ
カ

ヘ

ス
ト
心

得

ル
ソ

(
六
36

オ
。

陽
明
本

は
傍

線

部

に

ふ
り

が

な

「
フ

ク
」
)

聽
塵
に
も
左
の
よ
う
に
記
す
。

糞

暗
齢日
孫

"
地
ヘ
ル
也
鼕

ノ
律
ナ
ト
ニ
ハ
、
カ
イ
サ
マ
也
.
覆
毫

日
、

フ
ク
サ
ウ
サ
イ
　

雰

焔

ル
也
罪
ヲ
か
ク
ス
ヲ
律

覆

藏
罪
上

云
、

是

フ
ク
立日
、

オ
ホ
フ
、心

也
。

「
食
」
の
字
音
に
つ
い
て
も
聽
塵
に
左
の
よ
う
に
あ
る
。

「
顔
回
箪
瓢
」
の
箇

所
で
あ
る
が
、
七
冊
本
六
17
ウ
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

貸
妙
誕

鬼
ジ
襲

日

ほ

か

に
似

た

よ
う

な

例

と

し

て
次

の

よ
う

な

も

の

が
見

い
だ
さ

れ

る
。

向

ハ
、

上

ニ
ア

ル
時

ハ
、

シ
ヤ

ウ

ノ
音

、

下

ニ
ア

ル
時

ハ
、

キ

ヤ

ウ

ノ
音

ソ

(
ご
63
オ
)

セ
イ

説

ノ
音

ノ
時

ハ
、

ク

リ

カ

ヘ
シ

く

、

ト

ク

ヲ
云

也

(
六
35

オ
。

た
だ
し
ふ
り

が
な
は
聽
塵

・
陽
明
本

・
十
冊
本

に
よ
る
)

ラ
ク

樂

變

化

天

両
占
川
寺

門

ハ
、

ラ

ク
、

南

都

ハ
、

ゲ

ウ

(
京
大
版
杢

二
33

ウ
の
上
部

ゲ
ゥ

五

一



人

文

學

論

集

、
欄
外
書
入
れ
)

,

ま
た
同

一
の
固
有
名
詞
で
讀
書
の
際
の
正
統
的
な
讃
み
か
た
を
す
る
際
と
、
日

常
的
に
話
す
際
と
で
異
な
る
例

が
、
左
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

准

南
」

書

テ

ハ
、

ク

ワ

イ
ナ

ン
、

ロ

テ

ハ
、
・
エ
ナ

ン

シ

ソ

(
七
冊
本
、
四
14

ウ
)

准

南

子

、

書

テ

ハ
、

ク

ハ
イ

ナ

ン

シ
、

ロ

テ
云

時

ハ
、

エ
ナ

ン

シ

ソ
。

叢

林

三

ハ
、

ワ

イ

ト

ヨ
ム

ル
カ
、

コ
チ

ニ

ハ
、

ク

ワ

イ

ト

ヨ
ム

ソ
。

何

ト

シ
タ

事

ヤ

ラ

ウ

ソ

(
七
冊
本
、
五
33
オ
。

四
冊
本
は

「
コ
チ
」

の
右

に

「
清
家
」

と
注
記
)

さ

ら

に

七
冊

本

の

一
13
ウ

「
印

帝

位

至

符

堅

始

盛

准

水

肥

水

」

の

「
准

水

」

の
箇

所

に
、

三

冊

本

・
四

冊

本

は

書

テ

ハ
、

ク

ワ

イ
、

タ

～

ハ
、

ワ
イ
。

と

記

し

、

三

冊

本

ほ

「
准

」

の
右

に

「
ク

ワ
イ

」

と

ふ

り

が

な

し

て

い
る
。

ほ

か

に

カ

キ
ヨ

ジ

家

語

、

只

云
時

ハ
、
、
ケ

コ

ソ

(
七
冊
本
、

二
6

オ
。

た
だ
し
ふ
り
が
な
は
三
冊
本

・
四
冊
本

に
よ
る
)

プ
ン

説

文

、

是

モ
只

云

時

ハ
、

モ
ン

ト
呉

音

二
云

ソ

(
五
13
オ
。

た
だ
し
ふ
り
が
な

.は
三
冊
本

.
四
冊
本

に
よ

る
)

等

が

あ

る

が
、

こ

れ

ら

は
來

田

隆

氏

(
『
國
語
學
』
84
)
・
松

井

利

彦

氏

(
『
國
語
國

文
』

46
年
5
月
)

の
述

べ
ら

れ

た

よ

う

に
、

た

だ

口
頭

で
言

う

時

は

呉

音

に
言

っ
て
も

、

漢

籍

讀

書

の
際

は
漢

音

に

よ

る

べ
き

こ

と
を

指

示

し

て

い
る
。

五
二

補

注

〔
1
〕
文
碌
五
年

(
一
五
九
六
)
成

立
の
大
成
和
抄
に

喘
急
ー

喘

ハ
ア

ヘ
グ
ト

ヨ
ム
。
呼
吸

ノ
ス
タ

ク
コ
ト
也
。
世
俗
、
喘
促
ト
云
。
促

ハ
ヤ
キ

ト
急
ト
同
。
息

ノ
促
也

(25
ウ
)

と
あ
る
。

〔
2
〕
狂
言
辭
典

に

「
ち
ん
が
り
」

の
例
が
あ
げ
て
あ
り
、
四
河
入
海

に
は
左

の
よ
う
に

「
チ
ガ
く

ト
」
の
例
が
あ

る
の
で
、
聽
塵

の
例
も

「
チ
ガ
リ
く

ト
」
と
濁
る

べ
き

か
も
知
れ
な

い
。

テ

ヲ

ユ

譬

ヘ
ハ
學

二行
於
邯
鄲

一其

ア

ユ
ミ
ヤ
ウ
ヲ
、

エ
マ
ナ

ヒ
エ
ス
シ
テ
只

チ
ガ
く

ト
腰

ヲ

ヒ
イ

テ

カ

ヘ
ル
カ

如

キ

ソ
。

踵

蹉

ハ
行

コ
ト

ノ

ス
ク

ニ
ナ

イ

ヲ
云

ソ

(東
福
寺
本
、

一
一
下
54
オ
)

〔
3
〕

論

語
私

抄

(総
Aロ資
料
館
蔵
)
の
左

の

コ
強
義

」

は
、

コ
強
」

字

に
も

「
義

」

字

に
も

左

肩

に
。゚

符

が

あ

り

「
ガ

ウ
ギ

」

と

讀
む

べ
き

こ

と
を

示

し

て

い

る
。

強

義

ナ
者

ノ
ア

タ

マ
ヲ

モ

ハ
リ

サ

ウ

ナ
者

ヲ

ハ
ヱ
惡

ウ

イ

ワ
イ
デ

、

ケ

ツ
ク

ホ

メ

ツ

ナ

ン
ト

ス

ル
ソ

(三
68
ウ
。

「今
之
狂
也
蕩
」
の
解
の
一
部
)

ハウ
ゾ
ン

〔
4
〕

「
芳
存

」

(黒
本
本
節
用
集
等
)
か
。

日
葡

辭

書

に

「
ハ
ウ

ゾ

ン

ヲ

ヲ
ク
」

の
用

例

が

見

え

る
。


